
                                 

    

「
核
兵
器
の
な
い
世
界
へ

新
た
な
行
動
を
」
「
核
の
傘

ノ
ー
！
戦
争
し
な
い
国
日

本
を
」
を
合
言
葉
に
、
二
〇

一
六
年
三
・
一
ビ
キ
ニ
デ
ー
」

が
静
岡
市
内
で
開
催
。
大
阪

か
ら
は
八
十
六
歳
の
松
山

さ
ん
ら
四
名
の
被
爆
者
や

初
参
加
の
若
者
な
ど
三
六

名
の
代
表
団
が
、
久
し
ぶ
り

に
往
復
バ
ス
で
参
加
し
、
車

内
で
多
い
に
交
流
や
ビ
デ

オ
上
映
な
ど
で
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。 

              

     

静
岡
市
内
で
の
全
体
集

会
で
は
、
日
本
被
団
協
の
木

戸
さ
ん
が
「
被
爆
者
が
準
備

し
て
い
る
国
際
署
名
へ
の

協
力
」
を
呼
び
掛
け
ら
れ
、

大
阪
代
表
団
も
登
壇
し
て
、

松
尾
さ
ん
が
「
私
は
被
爆
三

世
。
新
国
際
署
名
を
私
た
ち

若
者
が
引
き
継
い
で
ゆ
く
」

と
決
意
表
明
し
ま
し
た
。

「
基
調
報
告
」
し
た
日
本
原

水
協
安
井
事
務
局
長
は
、

「
私
た
ち
の
運
動
が
、
核
兵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 
 

 
 

 

器
禁
止

の

国

際

的

な

流

れ

を

切

り

拓

い

て

い

る

こ

と

を

確

信

に

し
よ
う
。

被

爆

国

日

本

の

特

別

な

役

割

を

踏

ま

え
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、
戦
争

法
を
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法
九
条
ま
も
る
た
め
参
議 

院
選
挙
に
勝
利
し
よ
う
。 

二
千
万
署
名
を
草
の
根
か 

ら
広
げ
る
先
頭
に
た
と 

う
！
」
と
呼
び
か
け
ま
し 

た
。 

 

翌
三
月
一
日
、
焼
津
駅
前

か
ら
宗
教
者
や
海
外
代
表

を
先
頭
に
千
五
百
名
が
、
海

岸
沿
い
に
弘
徳
院
の
久
保

山
愛
吉
さ
ん
の
お
墓
ま
で

「
墓
参
行
進
」
。
こ
の
行
進

に
は
、
一
昨
年
「
国
民
平
和

大
行
進
」
で
東
京
～
広
島
を

歩
き
続
け
ら
れ
、
今
年
一
月

病
死
さ
れ
た
田
中
薫
さ
ん

の
遺
影
を
携
え
て
堺
平
和

委
員
会
の
片
山
ご
夫
妻
も

参
加
さ
れ
ま
し
た
。 

 

焼
津
市
文
化
セ
ン
タ
ー

で
の
「
被
災
六
二
年
三
・
一 

ビ
キ
ニ
デ
ー
集
会
」
は
、
二

千
名
の
代
表
団
で
会
場
は 

満
席
。
合
唱
や
朗
読
劇
、
ビ

キ
ニ
被
災
検
証
会
・
山
下
正

寿
事
務
局
長
が
「
開
示
さ
れ

た
政
府
文
書
に
よ
っ
て
十

名
の
被
災
船
員
が
労
災
申

請
し
闘
い
続
け
て
い
る
こ

と
」
父
親
が
被
災
船
員
だ
っ

た
下
本
さ
ん
が
「
何
も
語 

ら
な
い
ま
ま
死
ん
で
い
っ

た
父
に
か
わ
っ
て
不
条
理 

と
闘
う
」
と
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和

国
の
前
外
務
大
臣
の
ト
ニ

ー
・
デ
ブ
ル
ム
氏
が
「
核
保

有
国
九
か
国
を
国
際
司
法

裁
判
所
に
提
訴
し
て
闘
っ

て
い
る
こ
と
や
、
ア
メ
リ
カ

が
被
ば
く
の
影
響
を
隠
蔽

し
島
民
を
人
体
実
験
し
て

い
る
」
と
告
発
、「
核
兵
器
廃

絶
交
渉
の
即
時
開
始
」
を
求

め
ま
し
た
。
ま
た
フ
ラ
ン
ス

の
平
和
運
動
家
ミ
ホ
・
シ 

ボ
、
イ
ギ
リ
スCND

の
ジ
ェ

ニ
ー
・
ク
レ
ッ
グ
、
ア
メ
リ

カ

AFSC

の
ジ
ョ
セ
フ
・
ガ

ー
ソ
ン
の
各
氏
が
自
国
の

闘
い
と
日
本
国
民
と
の
連

帯
を
報
告
し
ま
し
た
。 

大
阪
の
参
加
者
か
ら
は
、

「
毎
年
新
し
い
発
見
が
あ

っ
て
世
界
が
動
い
て
い
る

こ
と
を
実
感
す
る
」
（
四
回

目
参
加
）
、
「
「
色
ん
な
方
に

あ
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
運
動

の
歴
史
を
知
る
こ
と
が
で

き
勉
強
に
な
っ
た
」
（
初
参

加
）
な
ど
の
感
想
が
だ
さ
れ
、

初
め
て
の
バ
ス
で
の
行
動

も
好
評
で
し
た
。 

 

東
日
本
震
災
復
興
支
援 

原
発
ゼ
ロ 

核
兵
器
を
な
く
す 

第
五
回
ア
ー
ト
フ
ェ

ア
」
に
こ
ぞ
っ
て
参
加

し
よ
う
！ 

三
月
十
一
日
（
金
）
午
後
一

時
～
十
三
日
（
日
）
午
後
五

時
ま
で
、
大
阪
グ
リ
ー
ン
会

館
大
ホ
ー
ル 

絵
画
・
陶
芸
の
展
示
即
売
の

ほ
か
、
沖
縄
問
題
、
原
発
問

題
な
ど
で
の
、
映
画
、
音
楽
、

ト
ー
ク
な
ど
多
彩
な
企
画

で
楽
し
め
ま
す
。 

２０１６３月 
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二
〇
一
六
年
三
・一
ビ
キ
ニ
デ
ー 

大
い
に
学
び
交
流
し
て
、
平
和
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
全
開
！ 
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二
月
二
五
日
大
阪
高
裁

は
、
地
裁
判
決
で
の
「
原
爆

症
認
定
申
請
却
下
処
分
」

取
り
消
し
判
断
を
覆
す
不

当
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し

た
。 広

島
で
の
原
爆
投
下
後
、

爆
心
地
近
く
で
被
爆
者
の

救
援
や
が
れ
き
の
撤
去
作

業

に

か

か

わ

っ

た

当

時

二

二

歳

の

Ｋ

さ

ん

は

、

そ

の

後

た

び

た

び

心

筋

梗

塞

を

発

症

し
、
原
爆
症
認
定
を
申
請

し
ま
し
た
が
、
国
は
こ
の

申
請
を
却
下
処
分
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｋ

さ
ん
は
、
訴
訟
を
起
こ
し
、

地
裁
で
は
勝
利
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て

国
は
高
裁
に
控
訴
。
Ｋ
さ

ん
は
、
地
裁
判
決
勝
利
を

喜
び
な
が
ら
も
、
最
終
判

断
さ
れ
る
前
に
亡
く
な
ら

れ
、
遺
族
が
裁
判
を
引
き

継
が
れ
て
い
ま
し
た
。
今

回
の
不
当
判
決
は
、
高
齢

や
喫
煙
な
ど
を
理
由
に
放

射
線
起
因
性
を
考
慮
し
て

い
な
い
こ
と
、
証
拠
関
係

を
客
観
的
に
検
討
せ
ず
、

国
の
「
新
方
針
」
の
基
準
を

う
の
み
に
し
た
、
結
論
あ

り
き
の
不
当
判
決
で
す
。

そ
し
て
こ
れ
ま
で
多
く
の

裁
判
で
勝
ち
取
っ
て
き
た

「
放
射
線
起
因
性
の
判
断

に
求
め
ら
れ
る
高
度
の
蓋

然
性
の
程
度
を
総
合
的
に

判
断
す
る
」
と
い
う
手
法

に
反
す
る
も
の
で
す
。
そ

の
た
め
遺
族
と
弁
護
団
は

上
告
も
検
討
中
で
す
。
国

の
不
当
な
壁
を
運
動
と
裁

判
で
突
破
す
る
た
め
に
、

私
た
ち
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ

ク
シ
ャ
訴
訟
支
援
ネ
ッ
ト
」

の
運
動
強
化
が
い
っ
そ
う

重
要
で
す
。 

今
後
の
裁
判
日
程
は
、 

☆
三
月
十
一
日
（
金
）
一
一 

 
 

時
～ 五

名
の
却
下
取
り
消
し

裁
判 

（
地
裁
一
〇
〇
七
号
法
廷
） 

☆
四
月
二
一
日
（
木
）
一
一

時
～ 

原
告
控
訴
三
名
、
国
控
訴

三
名 

（
高
裁
二
〇
二
号
法
廷
） 

☆
五
月
十
日
（
火
）
十
一
時 

七
名
の
却
下
取
り
消
し

裁
判 

結
審
予
定
（
地
裁
八
〇
六

号
法
廷
） 

国
側
は
、
放
射
線
の
影

響
を
過
小
評
価
し
て
、
被

爆
者
切
り
捨
て
行
政
を
推

進
す
る
た
め
裁
判
に
固
執

し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
福

島
原
発
事
故
の
対
応
を
考

え
て
の
事
だ
と
も
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ

バ
ク
シ
ャ
近
畿
訴
訟
（
原

爆
症
認
定
訴
訟
）
は
、
決
し

て
過
去
の
問
題
だ
け
で
は

な
く
、
現
在
と
未
来
の
問

題
で
す
。 

こ
れ
を
打
破
す
る
た
め

に
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
の

裁
判
傍
聴
支
援
を
お
願
い

し
ま
す
。 

職
場
で
、
地
域
で
、
個
々

訪
問
や
つ
な
が
り
、
街
頭

で
署
名
を
ひ
ろ
げ
、
野
党

共
闘
で
参
議
院
選
挙
に
勝

利
し
ま
し
ょ
う
。 

大
阪
全
体
の
目
標
は
二

百
万
筆
で
、
到
達
は
五
十

二
万
六
千
余
筆
。
大
阪
原

水
協
な
ど
大
阪
の
平
和
友

好
団
体
も
一
緒
に
な
っ
て

独
自
の
ビ
ラ
を
作
成
し
、

統
一
行
動
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。 

創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
楽

し
く
三
月
の
平
和
友
好
連

絡
会
の
行
動
を
成
功
さ
せ

ま
し
ょ
う
！ 

① 

三
月
十
四
日
（
月
） 

十
二
時
三
十
分
よ
り 

空
堀
商
店
街 

② 

三
月
十
九
日
（
土
） 

十
三
時
三
十
分
よ
り 

Ｊ
Ｒ
天
王
寺
北
口 

③ 

三
月
二
十
三
日
火
）

十
二
時
よ
り 

 
 

淀
屋
橋 

★
三
・
二
九
戦
争
法
施
行

に
反
対
す
る
大
宣
伝
行

動
（
火
）
十
八
時
よ
り 

 

な
ん
ば 

高
島
屋
前 

五
・
三
大
阪
総
が
か
り
集

会 

実
行
委
員
会
発
足
！ 

今
年
の
「
五
・
三
憲
法
集

会
」
に
向
け
、
憲
法
会
議
、

千
人
委
員
会
、
市
民
運
動
、

シ
ー
ル
ズ
関
西
、
サ
ド
ル
、

マ
マ
の
会
な
ど
一
九
団
体

で
実
行
委
員
会
が
発
足
し

ま
し
た
。
そ
し
て
共
同
の

集
会
と
し
て
、
扇
町
公
園

で
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

「
平
和
と
い
の
ち
と
人
権

を
！
憲
法
壊
す
な
！
戦
争

法
を
廃
止
へ
！
五
・
三
お

お
さ
か
総
が
か
り
集
会
」

の
開
催
を
決
定
。 

 


